
2015年10月１日以降に満期を迎えるご契約者のみなさまへ

GK すまいの保険（５年以下用およびスーパーロング）改定のご案内
平素は三井住友海上の火災保険をご愛顧いただきまして、誠にありがとうございます。当社では2015年10月１日以降始
期契約より、「GK すまいの保険」の保険料と補償内容等を改定いたしました。改定の内容につきご理解いただくとともに、
引き続きご用命いただきますようお願い申し上げます。
※ このチラシの内容は、2015年10月以降始期契約における商品・保険料の改定について記載したものです。今後の商品改定等により、内容が変更
となる場合がありますので、ご了承ください。

１．保険料の改定

（1）保険料改定の背景

◆自然災害の増加
　近年、大型台風やゲリラ豪雨等、突発的な自然災害による大きな被害が多発しており、特に「風災、雹

ひょう

災、雪災」
　等の事故が増加しています。
◆建築年数が経過した住宅の増加
　自然災害以外にも、建築年数が経過した住宅の増加により給排水管からの「水ぬれ」事故等が増加しています。

＜風災、雹
ひょう

災、雪災の事故件数と保険金推移＞

保険金
（単位：億円）

事故件数
（単位：件）

300

250

200

150

100

50

0
2009 2010 2011

発生年度

2012 2013

50,000
45,000
40,000
35,000
30,000
25,000
20,000
15,000
10,000
5,000
0

保険金
事故件数

（当社火災保険の支払実績から集計）

＜水ぬれの事故件数と保険金推移＞
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これらを踏まえて、今後も安定的に補償をご提供していくために2015年10月より保険料を改定いたしました。

（2）保険料改定の傾向

◆５年以下用
　建物保険料は全体的に引上傾向ですが、都道府県と建物の構造級別によって改定の傾向は大きく異なります。
　家財保険料は引下傾向ですが、建物の構造級別によって改定の傾向は異なります。
◆スーパーロング
　建物保険料は全体的に引上傾向ですが、都道府県と建物の構造級別によって改定の傾向は大きく異なります。
　家財保険料も引上傾向ですが、建物の構造級別によって改定の傾向は異なります。

【構造級別ごとの保険料改定イメージ（全国平均）】
＜５年以下用の場合＞

K 構造 M構造 T構造 H構造

保険料改定傾向
（建物保険料） 強い引上傾向 若干の引上傾向

保険料改定傾向
（家財保険料） 引下傾向強い引上傾向

※家財保険料は都道府県による差はありません。
※契約プランや免責金額等の条件によっても改定の傾向は異なります。

＜スーパーロングの場合＞
K 構造 M構造 T構造 H構造

保険料改定傾向
（建物保険料） 強い引上傾向 若干の引上傾向

保険料改定傾向
（家財保険料） 強い引上傾向 若干の引上傾向



【都道府県ごとの建物保険料改定イメージ】

都道府県 増減傾向

福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、
宮崎県、鹿児島県、沖縄県 大きく引上げとなります。

秋田県、山形県、福井県、岐阜県、三重県、
山口県、徳島県

全体的に大きく引上げですが、構造級別に
よっては小幅な引上げに収まる場合もあ
ります。

～

青森県、岩手県、千葉県、神奈川県、長野県、
静岡県、愛知県、和歌山県、鳥取県、高知県

全体的には引上傾向です。構造級別によっ
て大きく引上げの場合や、ほぼ据置き・
若干の引下げの場合もあります。

～

北海道、茨城県、新潟県、山梨県、滋賀県、
兵庫県、奈良県、岡山県、広島県、愛媛県

構造級別によって引上げの場合、据置きの
場合、引下げの場合があります。 ～

宮城県、福島県、栃木県、群馬県、埼玉県、
東京都、富山県、石川県、京都府、大阪府、
島根県、香川県

全体的には引下傾向ですが、構造級別によ
っては引上げの場合もあります。 ～

【主な特約の保険料改定イメージ】

主な特約 増減傾向

建物電気的・機械的事故特約（改定後は「居住用建物電気的・機械的
事故特約」）、自宅外家財特約 引上傾向です。

屋外明記物件特約、失火見舞費用特約、類焼損害・見舞費用特約、
日常生活賠償特約、受託物賠償特約 引下傾向です。

家賃収入特約 同程度です（条件により引上げか
引下げかが異なります。）。

２．補償内容等の改定

主な改定項目 改定内容

最長保険期間の改定
スーパーロング

保険期間を最長10年までとしました。
商 品  改 定 前 改 定 後

５年以下用 １年～５年 １年～５年

スーパーロング ６年～36年 ６年～10年

自動継続特約（長期用）
の新設
スーパーロング

保険期間を最長10年とする改定に合わせて、「自動継続特約（長期用）」を新設し、自動継続方
式でのご契約を可能にしました。これにより、予定継続期間（最長40年）まで自動継続する方
式でのご契約が可能になりました。

家財の範囲拡大
５年以下用

スーパーロング

「生計同一要件」を廃止し、補償対象となる家財の範囲を拡大しました。
改 定 前 改 定 後

記名被保険者と生計を共にする親族の所有する
家財で建物が所在する敷地内にあるもの

記名被保険者の親族の所有する
家財で建物が所在する敷地内にあるもの

※ 自宅外家財特約については、生計同一要件は廃止しませんが、「（別の生計であっても）同居の親族が所有す
る家財」を補償対象に追加しました。



主な改定項目 改定内容

貴金属等、屋外設備
および庭木の補償拡大

５年以下用
スーパーロング

貴金属等、屋外設備および庭木の損害認定限度額を引き上げました。
改 定 前 改 定 後

30万円 100万円

※ 改定後はこれらの損害の額が100万円を超える場合、その損害の額を100万円とみなして保険金をお支払い
します。

長期契約における
家財の破損、汚損等を
補償する特約の新設
スーパーロング

保険期間が６年以上の長期契約に、家財の破損・汚損等を補償する特約を新設しました（「６つ
の補償プラン」または「４つの補償＋破損汚損プラン」にセットできます。）。
＜６つの補償プラン＞

改 定 前 改 定 後

名称 家財（５つの補償・長期用）特約 家財（６つの補償・長期用）特約

破損・汚損等
の補償 × ○

＜４つの補償＋破損汚損プラン＞
改 定 前 改 定 後

名称 家財（４つの補償・長期用）特約 家財（４つの補償＋破損汚損・
長期用）特約

破損・汚損等
の補償 × ○

事故時諸費用特約、
地震火災費用特約の
パターン追加

５年以下用
スーパーロング

＜事故時諸費用特約＞
改 定 前 改 定 後

損害保険金×20％・300万円限度
損害保険金×10％・300万円限度

損害保険金×30％・300万円限度
損害保険金×20％・300万円限度
損害保険金×10％・300万円限度

＜地震火災費用特約＞
改 定 前 改 定 後

保険金額×30％（限度額なし）
保険金額× 5％・300万円限度

保険金額×50％（限度額なし）
保険金額×30％（限度額なし）
保険金額× 5％・300万円限度

建物電気的・機械的事故
特約の廃止
および
居住用建物電気的・
機械的事故特約の新設

５年以下用
スーパーロング

建物付属機械設備の電気的・機械的事故（故障）について、設置後10年の制限なしで補償する
特約を新設しました。

　 改 定 前 改 定 後

名称 建物電気的・機械的事故特約 居住用建物電気的・機械的事故特約

保険の対象 建物付属機械設備のうち、設置後10年
以内の設備 建物付属機械設備

支払限度額 建物保険金額
（屋外設備の損害認定限度額：30万円）

建物保険金額
（屋外設備の損害認定限度額：100万円）

賠償特約の
被保険者範囲の拡大

５年以下用
スーパーロング

「日常生活賠償特約」、「受託物賠償特約」、「借家賠償・修理費用特約」、「マンション居住者包括
賠償特約」における被保険者の範囲を拡大しました。
＜例：日常生活賠償特約＞

改 定 前 改 定 後

① 記名被保険者
② 記名被保険者の配偶者
③  記名被保険者またはその配偶者の同居の親族
④  記名被保険者またはその配偶者の別居の未婚
の子

① 記名被保険者
② 記名被保険者の配偶者
③  記名被保険者またはその配偶者の同居の親族
④  記名被保険者またはその配偶者の別居の未婚
の子

⑤  ①から④までのいずれかに該当する者が責任無
能力者である場合は、その者の親権者、その他
の法定の監督義務者および監督義務者に代わっ
て責任無能力者を監督する責任無能力者の親族



主な改定項目 改定内容

受託物賠償特約の
補償拡大等

５年以下用
スーパーロング

受託物賠償特約を以下のとおり改定しました。
改 定 前 改 定 後

日常生活賠償特約とあわせてセット可能 単独でセット可能

保険金額30万円
保険金額は以下から選択可能

100万円
30万円

賃貸住宅等の備え付け家財の破損等による
損害賠償責任は補償対象外

賃貸住宅等の備え付け家財の破損等による
損害賠償責任も補償対象

保険期間６年以上の
契約にセット可能な
特約の新設
スーパーロング

※ ５年以下用 には改定
前からセット可能です。

以下の特約を新設しました。
●自宅外家財特約
建物が所在する敷地外（ただし、日本国内に限ります。）にある家財に生じた損害を補償します。
※ この特約は、家財を保険の対象に含む「６つの補償プラン」または「４つの補償＋破損汚損プラン」にセ
ットできます。

●家賃収入特約　 賃貸建物オーナー向け特約
火災等の事故によって、建物が損害を受けた結果生じた家賃収入の損失（復旧期間内に生じ
た損失の額）を補償します。

●賃貸建物所有者賠償（示談代行なし）特約　 賃貸建物オーナー向け特約
賃貸建物の保守、管理等に起因する賠償事故を補償します。

●マンション居住者包括賠償特約　 賃貸建物オーナー向け特約
賃貸マンションのすべての居住者を対象に日常生活での賠償事故をまとめて補償します。

その他セット可能な
特約の新設

５年以下用
スーパーロング

以下の特約を新設しました。
●家主費用特約　 賃貸建物オーナー向け特約
賃貸住宅内での死亡事故（自殺、犯罪死、孤独死）により賃貸建物オーナーが被る家賃収入
の損失や、清掃・改装・遺品整理等にかかる費用を補償します。
※ この特約は、賃貸住宅を保険の対象とする「６つの補償プラン」または「４つの補償＋破損汚損プラン」
で「家賃収入特約」をセットした契約にセットできます。

●建物水災支払限度額特約　 賃貸建物オーナー向け特約
建物の水災事故について、支払限度額を「建物保険金額×30％」または「建物保険金額×
10％」に変更する特約です。
※ この特約は、共同住宅一棟を保険の対象とする「６つの補償プラン」または「５つの補償プラン」にセッ
トできます。

建物、家財の免責金額
ラインアップ変更

５年以下用
スーパーロング

免責金額２万円を廃止しました。
改 定 前 改 定 後

建物 １万円、２万円、３万円、５万円、10万円 １万円、３万円、５万円、10万円
家財 １万円、２万円、３万円、５万円 １万円、３万円、５万円

請求書払の新設
５年以下用 保険期間５年以下の契約で、保険料の払込方法に請求書払を追加しました。

分割払の初回保険料
現金払の廃止

５年以下用
一般分割払、長期分割払について、初回保険料の現金払を廃止しました。

付帯サービスの新設
５年以下用
スーパーロング

暮らしのQQ隊（家具移動・電球交換サービス（いずれか年１回のみ））を新設しました。

家具移動
ご自宅の敷地内において大型の家具の移動や部屋の模様替えを行う場合等に、業者を手
配し、その業者（作業員２名以内）が直接行う家具１個までの移動に要する作業料、出
張料を当社が負担します。

電球交換 高所における電球、蛍光灯等の取外しおよび取付けの交換作業を行う場合に、業者を手
配し、その業者が直接行う30分程度の作業料、出張料を当社が負担します。

※ 「６つの補償プラン」または「４つの補償＋破損汚損プラン」で「受託物賠償特約（保険金額100万円）」お
よび「自宅外家財特約」をセットした契約が対象です。

上記以外の改定内容につきましては、当社ホームページ（http://www.ms-ins.com/personal/kasai/gk/index.html）をご覧ください。
◆「GK すまいの保険」は家庭用火災保険の愛称です。
◆ このチラシは、「GKすまいの保険（５年以下用およびスーパーロング）」の概要をご説明したものです。詳しくは重要事項のご説明またはパンフ
レットをご覧ください。
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